平成３０年度　学術奨励金　贈呈先および研究テーマ
公益財団法人 吉田学術教育振興会
前田　憲成（まえだ　としなり）　九州工業大学 大学院生命体工学研究科 生体機能応用工学専攻 環境共生工学講座・准教授（40歳）
「医薬品汚染水環境を浄化するための環境適応機能と微生物分解機構の解明」  
近年、都市の下水から、医薬品などが検出されるようになり、食物連鎖などによる生物濃縮で重篤な健康被害を起こす可能性がある。本研究では、抗がん剤などの医薬品に対する下水汚泥と標準汚泥の生分解性、分解速度、生菌数の増減、次世代シーケンサーによる試験化合物の分解前後の細菌叢の変化を調べ、微生物分解と微生物多様性の相関性や環境適応の仕組みを明らかにし、将来の効果的な医薬品分解手法の礎を築く。

村上　直也（むらかみ　なおや）　九州工業大学 大学院工学研究院 物質工学研究系・准教授(38歳)
「非同期光触媒反応による高選択的物質変換」

　二酸化チタンの電子蓄積機能と反応系を制御することにより、酸化と還元の反応の時間軸が完全に分離された新たな光触媒反応系を構築する。これにより、従来の光触媒反応で問題となっていた逆反応を最大限に抑制することができ、低い反応収率を克服することができる。このような反応系を構築し、従来の反応系では難しかった高選択的な有機合成反応を室温・常圧において行うことが本研究の目的である。
金房　純代（かなふさ　すみよ）　九州大学 大学院工学研究院 応用化学部門・助教(36歳)
「発酵代謝産物増産に向けた新規食品加工技術の構築」

　発酵食品はプロバイオティクスとして注目されており、発酵の過程で微生物が産生する多様な代謝産物は抗炎症作用、血圧降下作用等の機能性を有する。これまでに、これら代謝産物の機能性および遺伝子組換えによる代謝産物の増産研究が行われている。本研究では、遺伝子組換えではなく微生物への電気的処理による物理的な代謝産物の増産を試みる。本研究により、プロバイオティクスの発酵代謝産物増産を可能とする新規食品加工技術の構築を目指す。
大川原　徹（おおかわら　とおる）　北九州工業高等専門学校　生産デザイン工学科　物質化学コース・准教授(34歳)
「生分解性ポリマー産生微生物スクリーニングのための両親媒性AIE色素の開発」

　近年、廃棄物による環境汚染防止への意識の高まりから、廃油などを栄養源にできる微生物に由来する生分解性ポリマーが注目されており、加工性や効率的な生分解性という観点から低ガラス転移温度を有するコポリマーを産生する新種微生物の更なる探索が必要である。本研究では大量の菌体ライブラリーの中から望みのポリマーを合成する菌株を迅速にスクリーニングできるAIE色素を開発し、微生物イメージング系の構築を目指す。
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末松　昂一（すえまつ　こういち）　九州大学 大学院総合理工学研究院 物質化学部門・助教(34歳)
「初期疾患スクリーニングに向けた半導体ガスセンサの粒子間ナノヘテロ界面制御」
近年、間欠駆動型半導体ガスセンサを利用した非侵襲な初期疾患スクリーニングの開発が期待されている。しかし半導体ガスセンサの間欠駆動では、有機ガス反応場である粒子表面の酸素欠乏状態を導き、不完全燃焼ガスの残量によるセンサ応答の減衰を導く。そこで本研究では、酸化物粒子表面に酸素供給剤となる粒子を複合化したコア-シェル構造型複合粒子を合成、粒子間ナノヘテロ界面を利用した超微量有機ガス検出を実現する。
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